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研究成果の概要（和文）：本研究は、農山村の地域資源を基礎にした地域振興の課題に対して、条件不利地域における
知識集約的なサービス工程の導入という観点から、資源開発・流通管理・人材調達を統合した地域マネジメントの政策
理論の開発を試みた。地域資源を活かした事業を作り出していく「政策工程」のデザインを想定し、①地域資源の基盤
となる自然環境や商品流通に関する学習過程、②地域外からの知識の持ち込みによるローカルフードシステムの再構築
、③地域産業の現状把握を踏まえた利害関係者による事業創出実験、といった諸工程を実証的に検証した。

研究成果の概要（英文）：This study was made to theorize regional revitalization policies in the rural and 
disadvantaged area from the point of view of the introduction of knowledge-intensive service process 
including regional resource development, distribution management and talent supply. We validated some 
designs of policy process: (1) leaning process by residents about natural ecosystem and supply chain for 
utilization of regional resources, (2) reorganizing local food system by carrying-on knowledge from 
outside the region, and (3) experiments of business incubation by local stakeholders that enforce 
regional inter-industrial relationship.

研究分野： 地域経済学

キーワード： 6次産業化　地域資源　地域ブランド　ローカルフードシステム　地域政策デザイン　石川県

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 地域振興の方法として近年注目されてい

る地域資源アプローチの特徴は、大量生

産・大量流通の論理とは異なる、地域的個

性に対応した多様な生産・流通の仕組みに

ある。これは、大量生産モデルに支えられ

てきた戦後日本の地域開発においては軽視

されてきた観点であるが、21 世紀に入って、

中小企業地域資源活用促進法（2007 年）や、

農商工連携促進法（2008 年）、六次産業化

法（2011 年）などが相次いで施行され、農

林水産品、産地の技術、観光、伝統文化な

ど地域資源を活用した新事業や連携事業を

支援する諸制度が整備されてきた。本研究

は、地方農山村のおかれた後発性の難しさ

を十分考慮に入れながら、知識経済段階の

競争に対応した地域資源アプローチの成立

要件を解き明かすことで、現代の農山村振

興の具体的な地域政策論に寄与しようとす

るものである。 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、資本や人材の乏しい条

件不利地域の地方農山村における、地域資

源を活かした地域振興の政策論を開発・体

系化することである。地域の歴史的・自然

的個性に基づいた農商工連携や 6次産業化

が注目されているが、本研究は、地域資源

の商品開発、環境マネジメント、マーケテ

ィング、流通戦略、異業種間のコーディネ

ート、人材の調達・育成など、「ものづくり」

の前後にあるサービス工程の高度化（＝農

山村の知識経済化）に焦点を当て、それら

の体系的な把握と、その導入過程に関わる

地域マネジメントを、政策現場に即して理

論づける。 

 

３．研究の方法 

 本研究課題においては、下図のように、

資源開発・流通管理・人材調達の 3 つの工

程を統合したものとして、地方農山村の知

識経済化の政策枠組みを整理する。これに

対応して、①地域資源の創造的活用、②ロ

ーカル流通システムの再構築、③人材・担

い手の育成の 3 つの研究領域を設定し、①

は市原（バイオマス資源の産業化）と平田

（地域ブランド）、②は伊賀（ローカルフー

ドシステム）、③は安嶋（輪島漆器産業の再

生）と佐無田（異業種連携の事業創出）が

担当した。基本的な分析方法は、研究領域

ごとに地域の事例の実態調査を行い、地域

資源を活用した事業を実現するための諸工

程ごとの課題を抽出した。  

 

４．研究成果 

（1）地域資源の創造的活用 

 市原は、石川県白山麓を事例にして、絶

滅の危惧されるイヌワシの生息環境の回復

と木質燃料導入を連動させる実態的研究を

行った。地元に関係者との研究会を組織し、

木質燃料導入の先進地との比較を通じて、

当該地域の地域資源利用の可能性を検証し

た。地域比較を通じて、白山麓地域は西粟

倉型の小規模投資・加工費用最小の事業形

態を参考にすべきことを確認した上で、急

傾斜地で相対的に気温が低く、林道整備状

況が悪く、素材供給業者・木材加工業者の

多くがすでに失われているといった白山地

域の条件に留意して、小規模皆伐型の木質

燃料生産とそれによるイヌワシ生息環境再



生のような生態系管理を結合するモデルを

提起した。 

 これと連動して平田は、農畜産物の高付

加価値化・６次産業化の際に不可欠な課題

となる地域ブランドについて研究を行った。

ブランドの排他性の観点から「商標」の登

録制度、「地域団体商標」の内容と制度的狙

い、「地理的表示」の保護制度など、いわゆ

る「地域ブランド」に対する法制度的な保

護の仕組みについて分析を行った。その結

果、地域ブランドのコアを明確化する戦略

性と、地域に限定された産品であればある

ほど売り上げが伸びてくると原材料供給が

追い付かなくなる問題に対して、その価値

を損なわない供給体制やメンテナンスの必

要性を明らかにした。 

（2）ローカル流通システムの再構築 

 伊賀は、「それまで地域に存在していなか

った食料」の供給体系を新たに生み出し、

他地域との差別化を目指す地域振興戦略に

着目し、石川県穴水町におけるワイン専用

種ブドウの供給体系とワイン生産を実現し

たプロセスを実証研究した。知識・技術の

地域外からの持ち込みによるローカルフー

ドシステムの再構築という観点から、原料

ブドウの供給に向けたアクター（人間・自

然物・技術）間のネットワーク形成を分析

した。これによって、ローカルアクターが

自らのネットワークを空間的に拡張するこ

とで（北海度のワイン生産者との関係性）、

もともと地域に存在していない知識・技術

を獲得し、それらを具体的な生産実践へと

結びつける過程で、生産地域を取り囲む自

然環境への知識・技術の埋め込み(＝知識・

技術の調整)を行うことを明らかにした。 

（3）人材の調達・育成 

 安嶋は、石川県輪島市における漆器産地

の再生を課題として、漆器産業のアンケー

ト調査分析と、サプライチェーン再構築を

企図した漆生産再生のための学習過程を検

証した。調査の結果、売り上げの伸び悩み、

材料費の高騰、賃金の高騰といった課題に

対して、オーダーメード、新用途や新素材

の開拓、異業種交流への参加などの取り組

みが多くなっていることが明らかになった。

統計的な解析を通じて、若い人ほど生産性

を伸ばす傾向があり、自社によるデザイン

や展示会やインターネットを取り入れてい

る企業で生産性が高い傾向が見られた。こ

の分析結果を踏まえて、輸入品依存になっ

ていた漆の地元生産体制構築を目指して、

「輪島うるし塾」を開講し、関係者の学習

の場づくりの効果を検証した。 

 佐無田は、石川県七尾市を事例に、産学

官連携の地域的実験の政策工程を検証した。

これまで農村の内発的発展の研究が主に先

進事例からの帰納法であったのに対して、

それぞれ自分たちの地域では具体的にどの

ような政策手順を踏めばよいかを明らかに

するために、実際に七尾市での域学連携プ

ロジェクトを組織し、政策実現プロセスを

検証した。まず、①七尾市の産業構造上の

課題を、地域産業連関表を作成して定量的

に診断し、この分析に基づいて戦略テーマ

ごとに、②市場データ、業界動向、訪問調

査等正確な実態把握、③地域の関係者によ

る学習コミュニティの形成、④関係者間の

合意形成と実験事業の展開、⑤地域資源と

需給バランスに応じたサプライチェーンの

調整、といった政策工程が一定の有効性を

示すことを明らかにした。 

（4）総括 

 本研究によって、地方農山村における知

識経済化の手順の解明に実証的に寄与する

ことができた。本研究の実証研究の特徴は、

特殊な先進事例の調査ではなく、地元石川

県における相対的に後発的な取り組み事例

を取り上げ、内発的発展の蓄積がない地域

であっても、地域資源を活かした地域振興

にどこから取り組めばよいのかという政策



手順を検証したことにある。①地域資源の

創造的活用、②ローカル流通システムの再

構築、③人材の調達・育成の 3 つの課題領

域に対応して、それぞれ実態の把握、先進

事例との比較、地域外部からの知識の導入、

関係者の合意形成、実験的な事業の実施、

担い手となる人材の訓練といった諸工程が

あることが明らかになった。いずれの事例

研究でも政策工程はかなり重なりあってお

り、一般化されうる要素で構成されること

が示唆された。今後は、こうした地域政策

デザインの広がりと有効性の条件を詰めて

いくことが課題となる。 
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